
 

古
書
の
た
の
し
み
(
令
和
八
年
二
月
) 

 
 

 
 

 
 

 

土
屋 

博 

一
「
今
古
名
家
詩
文 
下
」
愛
媛
縣
士
族
近
藤
元
粹
編
輯 

(
出
版
人
大
阪
府
平
民
松
村
九
兵
衞
・
森
本
太
助
、
明
治
十
一
年
出
版
、
三
二
丁
) 

古
書
價
格
五
百
圓
也
。
菅
茶
山
、
賴
山
陽
、
廣
瀨
淡
窗
、
藤
井
竹
外
、
大
槻
磐
溪
な
ど
。 

 

二
「
太
平
記
詳
解
」
全
五
册 

(
同
益
社
出
版
、
明
治
三
十
四
年
刊
、
五
册
正
價
三
圓
五
十
錢
) 

古
書
價
格
二
千
五
百
圓
也
。
故
愛
甲
次
郞
先
生
は
、
文
語
敎
材
と
し
て
「
太
平
記
」
を
高
く
評
價
せ
ら
れ
、

今
日
殆
ど
顧
み
ら
れ
ぬ
こ
と
を
か
れ
給
ふ
。
本
書
は
、
明
治
時
代
の
獨
學
者
用
の
「
太
平
記
」
の
參
考
書
と

し
て
、周
到
な
る
も
の
な
り
。保
存
狀
態
も
極
め
て
よ
し
。內
閣
總
理
大
臣
子
爵
桂
太
郞
の
題
辭
は「
溫
古
」

な
り
。 

 

 

三
「
歸
雁
の
蘆
」
新
渡
戸
稻
造
著 

(
弘
道
館
、
明
治
四
十
一
年
三
月
七
版
、
正
價
金
壹
圓
、
本
文
三
〇
二
頁
) 

古
書
價
格
六
百
圓
也
。
初
版
は
明
治
四
十
年
十
二
月
。
二
重
函
入
。
何
度
目
か
の
購
入
な
れ
ど
、
二
重
函
入



 

は
初
め
て
な
り
。
ま
た
、
歸
雁
の
蘆
の
繪
、student days abroad

の
副
題
は
極
め
て
貴
重
な
り
。 

新
渡
戸
稻
造
(
一
八
六
二
年
生
れ
、
一
九
三
三
年
歿
)
に
つ
い
て
は
、
そ
の
主
要
著
作
に
つ
き
解
說
し
た
る

も
の
、
文
語
の
苑
ホ
ổ
ム
頁
に
揭
載
し
た
れ
ば
、
興
味
あ
る
方
に
は
御
覽
頂
き
た
し
。
氏
の
留
學
記
は
現
代

人
に
と
り
て
も
敎
へ
ら
る
る
こ
と
多
々
あ
り
と
信
ず
。 

函
の
裏
に
印
刷
せ
ら
れ
た
る
東
京
朝
日
新
聞
の
書
評
に
曰
く
、「
新
渡
戸
博
士
の
近
著
な
る
本
書
は
、
博
士

が
歐
米
の
兩
地
留
學
中
に
感
じ
た
る
事
又
は
起
り
た
る
事
を
書
き
綴
り
し
も
の
、
世
界
的
の
徒
然
草
と
云

ふ
て
可
な
ら
ん
か
。
博
士
の
學
識
と
才
能
に
就
て
は
世
旣
に
定
評
あ
り
。
去
れ
ど
其
德
操
の
美
と
俊
爽
の
風

に
至
り
て
は
未
だ
多
く
人
に
知
ら
れ
ざ
る
が
如
し
」
と
。 

 

 

四
「
現
代
名
家 

明
治
文
粹
」
前
文
部
大
臣
。
⾧
谷
場
純
孝
閣
下
題
字
、
玉
井
紅
葩
編
著 

(
文
陽
堂
、
大
正
二
年
刊
、
定
價
八
十
錢
、
四
〇
八
頁
) 

古
書
價
格
三
千
二
百
圓
な
り
。
福
澤
諭
吉
「
國
家
の
貴
き
を
論
ず
」、
森
鷗
外
「
初
の
夜
」、
井
上
毅
「
支
那

史
を
讀
む
」、
幸
田
露
伴
「
身
の
上
ば
な
し
」、
德
富
蘇
峰
「
故
郷
春
色
今
若
何
」
な
ど
。
大
正
の
初
め
頃
に

は
か
か
る
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ổ
數
多
出
版
せ
ら
る
る
も
、
本
書
は
久
保
天
隨
編
「
現
代
名
家
文
選
」、「
明
治
百
家

文
選
」、
岡
田
正
美
編
「
明
治
時
代
文
範
」、
大
町
桂
月
編
「
文
章
大
觀
」
な
ど
と
並
び
、
特
に
秀
で
た
る
も

の
の
一
つ
と
い
ふ
べ
し
。 

五
「
瀧
口
入
道
」
高
山
樗
牛
著 

(
春
陽
堂
、
大
正
九
年
九
月
七
十
五
版
、
二
四
七
頁
) 



 

古
書
價
格
千
圓
也
。
初
版
は
明
治
二
十
八
年
。 

七
十
五
版
を
重
ね
た
る
は
、
一
世
を
風
靡
し
た
る
當
時
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ổ
の
證
し
な
る
べ
し
。 

文
語
の
苑
制
作
の
ユ
ổ
チ
ἁ
ổ
ブ
に
熊
澤
南
水
先
生
朗
讀
の
「
瀧
口
入
道
」
シ
リ
ổ
ズ
あ
り
。
本
書
を
片
手

に
鑒
賞
せ
ら
る
れ
ば
、
理
解
の
一
層
深
ま
る
こ
と
必
定
な
り
。 

 

六
「
國
學
者
著
述
一
覽
」
國
學
院
大
學
敎
授
・
文
學
博
士
植
木
直
一
郞
序
、
關
書
院
編
輯
部
編 

(
關
書
院
、
昭
和
七
年
刊
、
定
價
金
貳
圓
、
本
文
三
一
七
頁
) 

古
書
價
格
千
圓
也
。
赤
尾
可
官
(
よ
し
た
か
)、
秋
元
安
民
、
僧
亞
元
よ
り
、
度
會
(
わ
た
ら
ひ
)
延
佳
、

渡
忠
秋
ま
で
。 

 

七
「
特
別
展
生
誕
百
五
十
周
年
記
念 

維
新
の
先
覺 

吉
田
松
陰
」
山
口
縣
敎
育
委
員
會
編 

(
山
口
縣
敎
育
委
員
會
、
昭
和
五
十
五
年
刊
、
一
四
九
頁
) 

古
書
價
格
三
百
圓
也
。
松
陰
の
直
筆
書
狀
の
寫
眞
多
數
を
收
録
す
。 

 

八
「
維
新
の
先
覺 

吉
田
松
陰
」
山
口
縣
立
山
口
博
物
館
編 

(
山
口
縣
敎
育
會
、
平
成
二
年
刊
、
二
〇
〇 

古
書
價
格
三
百
圓
也
。
前
揭
書
と
ほ
ぼ
同
趣
旨
の
書
籍
な
る
も
、
內
容
は
一
層
充
實
し
、
直
筆
の
書
狀
等
に

は
判
讀
活
字
も
添
へ
ら
る
。 

 

九
「
圖
說 

太
平
記
の
時
代
」
佐
藤
和
彥
編 

(
河
出
書
房
新
社
、
平
成
二
年
十
二
月
刊
、
定
價
千
六
百
圓
、
一
三
五
頁
) 

古
書
價
格
二
千
二
百
圓
也
。
平
成
三
年
のN

H
K

大
河
ド
ラ
マ
「
太
平
記
」
に
便
乘
し
た
る
、
出
版
か
と
思

は
る
れ
ど
、
寫
眞
滿
載
に
て
、「
太
平
記
」
の
槪
略
を
理
解
す
る
相
應
し
き
書
か
と
。
編
者
の
佐
藤
和
彥
氏

は
一
九
三
七
年
生
れ
、
早
稻
田
大
學
博
士
課
程
修
了
、
東
京
學
藝
大
敎
授
。 

 

十
「
太
平
記
を
讀
む
」
佐
藤
和
彦
著 

(
學
生
社
、
平
成
三
年
刊
、
定
價
千
七
百
圓
、
二
一
九
頁
) 

古
書
價
格
五
百
圓
也
。
平
成
三
年
春
朝
日
カ
ル
チ
ἀ
ổ
セ
ン
タ
ổ
の
講
演
ノ
ổ
ト
を
基
と
す
。 

 

十
一
「
太
平
記
繪
巻
」
宮
次
男
・
佐
藤
和
彥
編 

(
河
出
書
房
新
社
、
平
成
四
年
刊
、
定
價
一
萬
五
千
圓
、
二
五
三
頁
) 

古
書
價
格
二
千
二
百
圓
也
。
函
入
。
戰
記
物
語
の
白
眉
を
本
邦
初
紹
介
す
る
も
の
の
由
。
特
に
ニ
ἁ
ổ
ト
ổ

ク
の
ス
ペ
ン
サ
ổ
・
コ
レ
ク
シ
ἂ
ン
は
壯
觀
な
り
。
後
醍
醐
天
皇
の
隱
岐
脱
出
を
知
ら
せ
る
早
馬
の
場
面
な

ど
。
外
國
人
に
人
氣
の
圖
柄
と
は
い
へ
、
海
外
流
出
、
大
い
に
惜
し
ま
る
る
處
。 



 

 

 

十
二
「
特
別
展
圖
錄 

太
平
記
繪
卷
の
世
界
」 

(
埼
玉
縣
立
博
物
館
、
平
成
八
年
刊
、 

古
書
價
格
千
二
百
圓
也
。
一
九
九
六
年
十
月
よ
り
十
二
月
ま
で
埼
玉
縣
立
美
術
館
に
て
開
催
せ
ら
れ
た
る

特
別
展
の
圖
錄
な
り
。 

 

十
三
「
袖
珍
版 

芭
蕉
全
句
」
堀
信
夫
監
修 

(
小
學
館
、
平
成
十
七
年
三
刷
、
定
價
千
二
百
圓
、
三
〇
二
頁
) 

古
書
價
格
六
百
圓
也
。
凡
例
に
曰
く
、
松
尾
芭
蕉
集
全
發
句
(
小
學
館
刊
)
を
マ
ザ
ổ
と
し
、
携
帶
と
利
便

性
に
主
眼
を
置
き
た
る
も
の
な
り
と
。
制
作
年
代
順
に
配
列
せ
ら
れ
、
一
六
六
三
年
「
月
ぞ
し
る
べ
こ
な
た

へ
入
せ
旅
の
宿
」(
明
る
い
月
を
道
案
內
に
手
前
ど
も
の
宿
に
お
泊
り
く
だ
さ
い
)
よ
り
、
元
祿
年
間
(
自

一
六
八
八
年
至
一
七
〇
四
年
)
の
「
前
髮
も
ま
だ
若
艸
の
匂
ひ
か
な
」(
能
役
者
の
扇
に
請
わ
れ
た
畫
贊
句
)

ま
で
。 

 

十
四
「
三
宅
雪
嶺
が
書
い
た
『
序
』
明
治
編
」 

(
流
通
經
濟
大
學
三
宅
雪
嶺
記
念
資
料
館
、
令
和
二
年
刊
、
一
〇
五
頁
) 

「
三
宅
雪
嶺
が
書
い
た
『
序
』
大
正
・
昭
和
編
」 

(
流
通
經
濟
大
學
三
宅
雪
嶺
記
念
資
料
館
、
令
和
四
年
刊
、
一
〇
五
頁
) 

古
書
價
格
千
圓
也
。
序
は
雪
嶺
の
最
も
得
意
と
す
る
分
野
な
り
。 

「
近
世
名
人
達
人
大
文
豪
」(
昭
和
三
年
講
談
社
)
の
序
に
曰
く
、「
性
格
で
重
き
を
置
か
る
る
は
賴
山
陽
と

す
る
。
そ
の
性
格
が
眞
に
稱
揚
す
べ
き
か
ど
う
か
別
と
し
て
後
に
人
好
き
の
す
る
や
う
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。

明
治
維
新
の
變
革
も
携
つ
て
居
り
、
息
子
の
三
樹
が
斷
罪
に
處
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
も
あ
ら
う
。・
・
・
何
人

が
最
も
天
分
に
富
む
か
は
、
た
だ
圍
碁
に
於
て
最
も
明
白
、
他
は
何
程
か
人
々
の
好
き
嫌
ひ
に
委
さ
ね
ば
な

ら
ぬ
」
と
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

(
令
和
八
年
三
月
二
十
三
日
受
附
) 


